
 5⽉10⽇(⽉)~  高齢者施設入所者の接種を開始

       12⽇(⽔)~  75歳以上高齢者へ接種券を郵送

       17⽇(⽉)~  75歳以上高齢者の予約を開始

       24⽇(⽉)~  75歳以上高齢者の接種を開始（集団接種）

       26⽇(⽔)~  65歳以上75歳未満の高齢者へ接種券を郵送、予約開始

コロナワクチン接種経費
接種会場運営 ㈱ＪＴＢ ３.56億円
医師・看護師派遣 ㈱ＭＲＴ ４.12億円
医師会委託業務 荒川区医師会 ５.6億円
予約システム委託 両備システムズ㈱ ２.1億円
その他 １.29億円
合計 16.7億円

一般住宅 改良住宅
18001 町屋6丁目 3 18006 ⻄尾久８丁目 1 １〜２⼈ 00046 町屋６丁目 2 00181 ⻄尾久８丁目第２ 2
18002 ⻄尾久8丁目第２ 1 18007 町屋５丁目第２ 1 00047 町屋６丁目 1 00182 町屋８丁目 2
18003 町屋８丁目 2 18008 南千住４丁目 1 00048 荒川８丁目 1 00183 南千住８丁目第２ 1
18004 町屋６丁目第２ 1 18009 町屋６丁目第２ 2 再開発住宅 00184 町屋６丁目 1
18005 ⻄尾久４丁目 1 18010 町屋５丁目第３ 1 00074 南千住８丁目 2 00185 南千住８丁目第２ 1
18011 南千住丁目第２ 1 00075 南千住８丁目第２ 1 00186 南千住４丁目 1
18012 南千住４丁目 1 00076 南千住８丁目第４ 1 00187 南千住８丁目第４ 1

５⼈以上 00077 南千住８丁目第２ 1 5⼈以上 00188 南千住４丁目 1

00589 町屋５丁目 1 00590 南千住２丁目 1 2⼈以上 00828 南千住８丁目第3 1
00819 町屋６丁目 1 00591 南千住２丁目 1 3⼈以上 00592 南千住４丁目 1

１〜２⼈
【単身可】

２⼈以上

3⼈以上

5⼈以上 18013 南千住４丁目 1
１〜２⼈
【単身可】 2⼈以上

  病死等空き室

若年夫婦(40才未満)子育て世帯(子３人以上)

２⼈以上
3⼈以上

3⼈以上
２⼈以上

荒川区は、12日(水)から75歳以上の方へワクチン接種券の郵送を開始、17

日(月)からインターネットと電話で予約を開始します。ワクチン接種の予約

は各地で混乱が起きており、対応が心配されています。

区は、電話予約は常時120回線確保し、委託オペレーターが対応。

インターネットは、最大150万/分アクセス対応できる体制を準備。

電話とインターネット予約でそれ

ぞれ割合を決めて確保します。接続

ができず、お困りの方はご相談くだ

さい。お手伝いします。65～74才の

方へは、26日(水)から郵送します。

５月10日(月)から、区内高齢者施設入所者の接種開始。初日は

「癒しの里南千住」と「花の木ハイム」の特養ホーム２か所で45

人に接種。順次、区内41施設・1,900人の接種を６月中に行う予定です。

先行接種が必要な区内の医師・看護師さんたちは、ほぼ１回目の接種を

終了。移動困難な高齢者には訪問接種や会場への送迎も必要になります。

ところで…接種をするかどうか？悩んでいる方も少なくありません。
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相馬ゆうこ事務所 荒川区南千住５-１-６ ２階

ＴＥＬ・ＦＡＸ 3807-4192

５月６日に今年度の区議会の始まりの「開会会議」を開催。会期は、来年４/28

（閉会会議）までの一年間です。また、ワクチン接種とＰＣＲ検査の７.96億円の増

額補正予算が提案され、可決されました。

国庫補助を受け、接種会場運営に旅行事業

者の㈱ＪＴＢ、接種・問診を行う医師・看護

師の派遣を㈱ＭＲＴ（2000年設立）と区医師

会に委託。予約システムは、定額給付金支給

業務の委託業者と継続して契約します。

緊急事態とは言え、医療分野にさまざまな営利企業の参入が進んでいます。

〈法律・生活相談〉
６月の定例法律相談日は、10日（木）です。

ご要望やご相談などは随時ご連絡ください。事務所の定例法律相談は、毎月第

二木曜午後６時からですが、平日の午後に法律事務所（北千住）でも可能です。

お名前、電話番号等を下記の留守番電話に録音して下さい。

相馬 ゆうこ事務所 南千住５－１－６－２階 ３８０７－４１９２

接種券が届いたら…

① 電話かインターネットで、接種会場と接種日

を１回目と２回目の２回分予約します。予約内

容を忘れないようにメモしておきましょう

③ 接種当日、接種券・予診票・本人確認書類

（保険証や免許証など名前・生年月日・住所が

分かるもの）を持って会場に。接種しやすい服

装でいきましょう

※接種券はシールになっています。

接種が終わってから「接種済」の欄

に貼るので、事前に剝がさないよう

気を付けましょう

② 送られてきた予診票を自宅で必要事項を記入

し、準備しておきましょう

④ 接種券は２回使います。１回目の接種が終わっ

た後も必ず保管してください

緊急事態宣言が５月31日まで延長され、区は「宣言の

長期化による影響等を踏まえ」、中止されていた子育て

交流サロンや図書館の学習席などを「人数制限の強化や

感染予防対策の徹底を行い」一部利用再開します。

【利用を制限して一部再開】

〇子育て交流サロン 〇ゆいの森あそびラウンジ・一時預かり

〇各図書館の閲覧席・学習席（利用は２時間以内）

〇屋外スポーツ施設（南千住野球場・荒川自然公園テニスコートなど）

スポーツセンターなどの屋内スポーツ施設や、小中学校の施設貸出は引き続き利用

中止となっています。

申込配布期間 ５/６～19（水）まで、区庁舎・区民事務所など

申込受付 ５/19（水）渋谷郵便局必着です。遅くとも18日までに発送して下さい。

jcp-arakawakugidan.jp/
ツイッター @m1010_yuko
araken-nan.jugem.jp

mailto:arajcp@tcn-catv.ne.jp


パート
ナー
シップ

核兵器
禁止

△ ×
〇 ー
〇 〇

あたらしい（１） 〇 〇
N国（１） 〇 〇
立憲（１） 〇 〇
ゆい（１） 〇 〇
無所属（１） 〇 〇

〇 ×
〇 ×
〇 〇
× ×

採択 議決ならず

※⾃⺠党議員数は11名だが１名は議⻑のため

⾃⺠（※10）
公明（６）
共産（６）

同一会派

同一会派

維新（１）
⾃由⺠主の会（１）
元気クラブ（１）

創新（１）
採決結果

ご意見・ご質問頂きました。 ○「ワクチン接種予約ですが、家にはインターネットは
ありません。電話だと通じないと聞いて不安です。どうしたらいいですか？」と複数のみな

さんからの声です。ワクチンは、確保されますので、希望者は接種できます。少し、落ち着

いて予約して頂いてもいいかもしれません。気持ちは急きますが…。〇かかりつけの医師に

質問「ワクチン接種が不安です。やった方がいいですか？」…先生も困り顔で、

リスクがあってもやった方がいいと。でも、最後まで考えますという方もいます。

「不燃化特区」の対象地域は、これまで町屋・尾久、荒川2・4・7丁目が指定されて

いましたが、今年度から南千住１・５丁目、荒川１・３丁目も対象拡大されました。

４月25日付レポートの「公園のボール遊び」の記事について、

大学生の方からご意見を頂きました。「今の公園はルールがき

びしい。複合遊具などもいいけれど、子どもの創造性が発揮さ

れるプレーパークのようなところがあったらいいな」とのこと。

「プレーパーク（冒険遊び場）」とは、木工やたき火・泥あ

そび・木登りなど、「プレーリーダー」と呼ばれる大人の見守

りのもと自然の中で子どもが自発的に遊べる場です。

荒川区では、毎月第二日曜（10～15時）に西日暮里公園で

「あらかわ冒険遊び場」が開かれていますが、南千住でも開催できたらおもしろそう！

また、月に一度でなく、いつでも遊べるといいですよね。課題も色々ありそうですが、

運営している民間の方々にお話を聞いたり、研究してみたいと思います。

コロナ禍で外出できず、公園利用がふえた家庭も多いのではな

いでしょうか。ボール遊びの問題をはじめ、子どもや地域にとっ

て公園がどういう場所であるべきか、改めて見直す必要があると

感じます。障がいのある子も遊べるインクルーシブ公園も必要で

す。６丁目の旧南千住浄水場も公園建設が計画されていますが、

区民の意見を聴く場をつくり、みんなで考えたい。

４月26日の本会議で、区民からの陳情２件を採決。委員会で採択された

「パートナーシップの認証制度と性的少数者への取り組みに関する陳情」

は、「採択」20名・「不採択」１名・「趣旨

採択」10名で「採択」されました。「パートナーシップ

認証制度」は同性カップルに対し、地方自治体が婚姻と

同等であることを承認する制度で、23区中８区（世田谷・

中野・港・豊島・江戸川・足立・文京）で実施。区議会

の意思を受け、荒川区も続いてほしい。

「核兵器禁止条約に署名・批

准を求める陳情」は委員会では

三者三様（採択・趣旨採択・不採択がそれぞれ分立）で、

本会議では「採択」12名・「不採択」13名・「起立せず」

６名となり議決に至りませんでした。公明は委員会で

「趣旨採択」ですが、本会議の討論では「本陳情の本質

は、採択しない会派を核兵器推進派と

して批判したいという政治的意図を感じる」として採決で起立せず。

区民の陳情に対する態度として残念なものだと感じました。核兵器禁

止の声を荒川区からあげるよう、会派を超えて取り組みたい。

木造危険老朽建築物を建替え
る場合の助成について
〇除去・整地費用

限度額2.6万円/㎡

〇建築設計費

【例】床95～100㎡ 159万7千円

〇工事監理費

【例】床90～100㎡ 126万9千円

危険老朽建築物の事前調査が

あります。

◆建替内線2821◆除却内線2828

荒川区では、木造住宅密集地域で災害危険

度が高い地域を「不燃化特区（不燃化推進特

定整備地区）」を指定して、危険老朽建築物

の除却や建替えの助成を行っています。

建物除去後に耐震性アパートに転居する際の転居

費用や家賃３～６か月などの助成もあります。

問合せ 区役所代表 ☎03-3802-3111

住まい街づくり課 内線2827、2829

区内で85年医療活動を続けてきた女子医大が足立区江

北に移転計画。今年７月には、足立区に新病院が竣工し

て、年内開設が予定されています。

荒川区としては、移転後の土地・建物を整備して来年

７月を目途に「正志会」（リバーサイド病院の事業者）

による240床の新病院を立ち上げる支援を行っています。

その最中に、東洋経済オンラインが女子医大の医師大量退職を報じ、本院・

東医療センター・八千代センターなどで100名超だといいます。移転計画もあ

り、コロナ感染病棟も担っている大学病院で、さらにワクチン接種も控え、区

の担当にも実情と影響調査をお願いしました。

緊急事態のもとで政府の医療機関への経営・雇用の支援が必要です。


